
 

様式第２号 

 

福井鉄道交通圏地域公共交通計画（案）に関する 

パブリック・コメント募集の結果 

 

案件名 福井鉄道交通圏地域公共交通計画（案）について 

実施期間 令和３年１２月２７日（火）から令和４年１月１０日（火）まで 

趣旨 福井鉄道福武線活性化連携協議会では、福井鉄道を幹線交通とし

て、路線バスやコミュニィティバス等との連携による公共交通ネッ

トワークを拡充するとともに、ICT 化を推進することで、移動の利便

性が高く、車に頼り過ぎなくても暮らしやすいまちづくりや、周遊

性の高い魅力ある広域観光のまちづくりを目指し、「福井鉄道交通圏

地域公共交通計画」を策定します。 

意 見 提 出 者

数 

（件数） 

５人（１５件） 

～40 代 50 代 60 代 70 代 80 代～ 未記入 合計 

    1（3） 4（15） 5（18） 
 

意 見 に 対 す

る回答 

以下のとおり。 

回答の下線部は計画書に記載している内容です。 

 

№ 年齢・

年代 

該当する

箇所 
意見の要旨 越前市の回答 

1 未記入 P19 

目 標 ３ 

車 に 頼 り

過 ぎ な い

住 み や す

い ま ち づ

く り や 広

域 観 光 と

連 携 し た

公 共 交 通

の実現 

 自転車車両の常設化。た

まのイベントとしてではな

く。 

本 計 画 の 実 施 施 策 と

して、企画電車の運行を

掲げており、サイクルト

レ イ ン を 実 施 す る こ と

としています。 

サ イ ク ル ト レ イ ン の

常 設 化 や え ち ぜ ん 鉄 道

等との連携について、関

係 機 関 や 福 井 鉄 道 と 協

議してまいります。 



 

2 未記入 P19 

３．（２）

目 標 別 の

個 別 施 策

と 実 施 主

体  目 標

３  車 に

頼 り 過 ぎ

な い 住 み

や す い ま

ち づ く り

や 広 域 観

光 と 連 携

し た 公 共

交 通 の 実

現 

P21 

３．（２）

目 標 別 の

個 別 施 策

と 実 施 主

体  目 標

４  住

民・行政・

事 業 者 が

協 働 で 利

用 促 進 す

る 公 共 交

通の実現 

廃線ルートを歩く、サイク

リングするイベント化。周

辺店舗を巻き込んで出来る

といい。 

本 計 画 の 実 施 施 策 と

して、田原町駅、西鯖江

駅、北府駅を拠点とした

に ぎ わ い の 創 出 と 地 域

イ ベ ン ト と の 連 携 強 化

を掲げています。具体的

取り組みとして、駅周辺

に お け る イ ベ ン ト と の

連 携 や 沿 線 地 域 で 行 わ

れ る イ ベ ン ト と 公 共 交

通 利 用 と の 連 携 を 図 る

こととしています。 

ご 提 案 い た だ い た 内 容

については、関係機関と

協議してまいります。 



 

3 80 代 P18 

３．（２）

目 標 別 の

個 別 施 策

と 実 施 主

体  目 標

２  安

全 ・ 安 全

に 利 用 で

き る 公 共

交 通 の 実

現 

グルメ弁当・トイレ付・特

別仕様の豪華な展望電車を

運行する 

本 計 画 の 実 施 施 策 と

して、鉄道施設・設備の

更 新 や 企 画 電 車 の 運 行

を掲げており、車両の更

新・改修、新たな企画電

車 の 創 出 を 計 画 し て い

ます。 

ご 提 案 の 利 用 促 進 策

については、福鉄鉄道に

お伝えいたします。 

4 80 代 P19 

３．（２）

目 標 別 の

個 別 施 策

と 実 施 主

体  目 標

３  車 に

頼 り 過 ぎ

な い 住 み

や す い ま

ち づ く り

や 広 域 観

光 と 連 携

し た 公 共

交 通 の 実

現 

越前武生駅発～田原町駅間

を往復し、土日限定の予約

電車を運行する 

5 80 代 P19 

３．（２）

目 標 別 の

個 別 施 策

と 実 施 主

昼食便と夕食便の１日２

回田原町駅を往復する。弁

当料金・メニュー等は、団

体・個人・ファミリーごと

に事前予約制とする 



 

体  目 標

３  車 に

頼 り 過 ぎ

な い 住 み

や す い ま

ち づ く り

や 広 域 観

光 と 連 携

し た 公 共

交 通 の 実

現 

6 未記入 P17 

３．（２）

目 標 別 の

個 別 施 策

と 実 施 主

体  目 標

１  地 域

の 交 通 と

し て 利 用

し た く な

る 公 共 交

通 の 実 現

P18 

３．（２）

目 標 別 の

個 別 施 策

と 実 施 主

体  目 標

２  安

全 ・ 安 全

に 利 用 で

き る 公 共

交 通 の 実

公共交通に関わる人財の

育成では、今後の新幹線開

業時の福井鉄道交通圏の二

次交通を考えると大変重要

だと思います。継続的に公

共交通サービスを提供する

には、この人財が必要です。

現在、バスやタクシーの人

財は高齢化し人員も不足し

ています。鉄道では少子化

でハピラインふくいやえち

ぜん鉄道との競合等で新入

社員の確保が難しい状態だ

と思います。だからこそ現

在の人財を大切にして今後

の公共交通の担い手となる

人財育成の取り組みが必要

です。（同意見他１件あり） 

本 計 画 の 実 施 施 策 と

して、鉄道事業における

人 材 の 育 成 を 掲 げ て お

り、福井鉄道、えちぜん

鉄 道 及 び ハ ピ ラ イ ン ふ

く い の ３ 社 に よ る 合 同

研 修 を 実 施 す る こ と と

しています。 

なお、福鉄バスについ

ては、本計画の実施施策

として、社員のマナー・

接 客 サ ー ビ ス の 向 上 を

掲げており、福井鉄道が

研 修 を 開 催 す る こ と と

しています。 

また、その他バス事業

者 や タ ク シ ー 事 業 者 に

つ い て も 、 自 社 に お い

て、研修を実施されてお

り、サービスの向上に努

められています。 



 

現 

7 未記入 P19 

目 標 ３ 

車 に 頼 り

過 ぎ な い

住 み や す

い ま ち づ

く り や 広

域 観 光 と

連 携 し た

公 共 交 通

の実現 

P21 

３．（２）

目 標 別 の

個 別 施 策

と 実 施 主

体  目 標

４  住

民・行政・

事 業 者 が

協 働 で 利

用 促 進 す

る 公 共 交

通の実現 

肝心な私たち市民や福井

鉄道の職員の意識は変わっ

たのでしょうか。福井鉄道

の職員の方はこの会社を変

えていこうという意識はあ

るのでしょうか。 

福 井 鉄 道 の 職 員 が 意

識 を 変 え る こ と は 重 要

であると考えており、本

計 画 の な か で 福 井 鉄 道

が 主 体 と な る 実 施 施 策

として、地域のまちづく

り活動、教育活動等に対

し て の 公 共 交 通 利 用 促

進や、法人利用の促進や

マ イ レ ー ル 意 識 の 醸 成

を掲げています。 

そのなかで、地域のま

ち づ く り 活 動 な ど に 公

共 交 通 機 関 を 利 用 し て

もらうため、公民館等を

通じ、フリーキップ等の

利 用 セ ー ル ス を 実 施 す

ることや、沿線事業所へ

の電車利用の働きかけ、

沿 線 企 業 へ の セ ー ル ス

訪 問 を 通 年 で 実 施 す る

こ と 等 を 計 画 し て い ま

す。 

福 井 鉄 道 を 中 心 に 関

係機関が協力し、これら

の 施 策 に 取 り 組 ん で ま

いります。 

8 未記入 P18 

３．（２）

目 標 別 の

個 別 施 策

と 実 施 主

人員を減らせば経費削減

になると考えるのは浅はか

で、必要なところには人を

配置すべきだと思います。 

本 計 画 の 実 施 施 策 と

して、駅管理業務の効率

化を掲げています。具体

的取り組みとして、駅管

理業務体制の見直し（人



 

体  目 標

２  安

全 ・ 安 全

に 利 用 で

き る 公 共

交 通 の 実

現 

員 の 配 置 、 有 人 時 間 帯

等）によるコスト削減を

計画していますが、公共

交 通 の 安 心 安 全 な 運 行

を 確 保 す る た め の 充 分

な 人 員 が 必 要 で あ る と

考えています。 

9 未記入 P19 

３．（２）

目 標 別 の

個 別 施 策

と 実 施 主

体  目 標

３  車 に

頼 り 過 ぎ

な い 住 み

や す い ま

ち づ く り

や 広 域 観

光 と 連 携

し た 公 共

交 通 の 実

現 

 

福井鉄道関係のイベント

や企画に魅力的なものが多

くあっても、周知に際し、

チラシ配りは 1 枚 1 枚を手

渡しするのが原則です。新

たに予算を組んででも専門

の職員を配置しても良いの

ではないでしょうか。そし

て、その職員の人が駅に来

て く れ た 方 に 挨 拶 を し た

り、駅周辺のお宅を訪問し

てチラシ以外にも色々なお

話をして頂くといいのでは

ないでしょうか。 

福 井 鉄 道 で は 令 和 ４

年 度 か ら 鉄 道 事 業 本 部

鉄道営業部を創設し、営

業に力を入れています。 

このようななか、本計

画の実施施策として、地

域のまちづくり活動、教

育 活 動 等 に 対 し て の 公

共 交 通 利 用 促 進 を 掲 げ

ています。取組み例とし

て 沿 線 市 の 老 人 会 の 会

合等を通じて、お得なキ

ッ プ な ど に つ い て 説 明

するなど、営業活動を行

っているところです。 

更 な る 利 用 者 増 に む

けて、福井鉄道や関係機

関と協力し、これらの施

策 に 取 り 組 ん で ま い り

ます。 

10 未記入 P10 

第 ３ 章

１ ． ⑤ 住

民 等 と の

協働 

一番大事なことは、市民

が福井鉄道は最近変わった

なと思ってもらえる事だと

思います。イメージチェン

ジをして頂き、市民の方へ

1 歩踏み出して頂きたいと

本計画のなかで、住民

等 と の 協 働 に よ る 公 共

交 通 を 活 か し た ま ち づ

くりの必要性、重要性を

広 く 周 知 し て い く イ ベ

ン ト や 花 植 え 活 動 等 を



 

思います。すぐに結果が出

なくても、継続が大事です。

どうか、多くの人達に電車

の魅力に気付いてもらい、

市民から愛される福井鉄道

になって頂ける事を望みま

す。 

掲げています。これらの

取組みにより、地域住民

に 愛 さ れ る 福 井 鉄 道 を

目指し、地域に親しまれ

共 に 育 む 公 共 交 通 の 実

現を図ってまいります。 

11 

 

未記入 P17 

３．（２）

目 標 別 の

個 別 施 策

と 実 施 主

体  目 標

１  地 域

の 交 通 と

し て 利 用

し た く な

る 公 共 交

通の実現 

ICT 化の推進をする事は

良いと思います。但し、ハ

ード面の支援でコストが大

変かかるが 1 回限りの支援

でなく、ランニングコスト

も大変かかるのでそのこと

も含めて継続的な支援をお

願いしたい。（同意見他１

件あり） 

本 計 画 の 実 施 施 策 と

して、ICT 化の推進を掲

げており、キャッシュレ

ス化、ＭａａＳの導入に

よ る 乗 り 継 ぎ や 運 賃 支

払 い の 効 率 化 を 計 画 し

ています。 

ICT 化の推進の具体的

対 策 や 費 用 負 担 に つ い

ては、今後、福井鉄道や

県、沿線市で検討してま

いります。 

12 未記入 全体 パブリック・コメントの

募集期間が慌しい年末年始

は避けてほしい。（同意見

他１件あり） 

 

 

 

 

年 度 末 に 計 画 を 策 定

することから、パブリッ

ク・コメントの期間につ

きましては、このような

期 間 と さ せ て 頂 き ま し

た が 、 次 回 の パ ブ リ ッ

ク・コメントでは期間設

定を含め、より意見をい

た だ け る 募 集 方 法 に な

る よ う 努 め て ま い り ま

す。 

13 未記入 全体  福井鉄道福武線は通勤通

学の利用がある平日の朝夕

は ともかくとして それ以

現状では、朝・夕のラ

ッシュ時には、鉄道がか

か せ な い も の と 考 え て



 

外の時間帯は利用者が少な

くバスで十分輸送できる規

模であり沿線住民の減少や

更なる少子高齢化の進展、

並行在来線（ハピラインふ

くい）との運賃面、サービ

ス面での競争等により今後

は更に状況が厳しくなると

思います。  

今回の公共交通計画策定

に於いては大量輸送機関で

ある鉄道に固執する事なく

希望的観測を排除し現実的

な新たなる公共交通にシフ

トするべきと考えます。 

おります。 

しかし、公共交通は日

中 の 利 用 者 が 少 な い 状

況であることから、収益

の増加を図るためにも、

日 中 の 利 用 者 の 増 加 が

必 要 で あ る と 考 え て い

ます。 

そのため、本計画の重

点事項として、「移動を

快 適 に す る 地 域 公 共 交

通ネットワーク化、 ICT

化の推進」と「広域的な

観光・ビジネス需要の増

大 に 寄 与 す る 地 域 観 光

と の 連 携 」 を 掲 げ て お

り、日中の利用者を増加

するために、北陸新幹線

開 業 効 果 を 活 用 す る こ

ととしています。 

具体的には、下記の施

策を掲げています。 

・フィーダー交通の充実 

・ICT 化の推進 

・企画電車の運行 

・企画乗車券の充実 

・観光周遊バスの運行 

引き続き、本市にとっ

て ど の よ う な 公 共 交 通

が最適なのか、鉄道、バ

ス な ど 既 存 の 公 共 交 通

に加え、デマンド交通と

い っ た 新 モ ビ リ テ ィ サ

ー ビ ス な ど の 組 合 せ に



 

つ い て 検 討 を 進 め て ま

いります。 

 

14 未記入 P16 

３．（１）

目 標 達 成

に 向 け た

主 要 な 施

策 と 実 施

主体 

P19 

３．（２）

目 標 別 の

個 別 施 策

と 実 施 主

体  目 標

３  車 に

頼 り 過 ぎ

な い 住 み

や す い ま

ち づ く り

や 広 域 観

光 と 連 携

し た 公 共

交 通 の 実

現 

P21 

３．（２）

目 標 別 の

個 別 施 策

と 実 施 主

体  目 標

４  住

民・行政・

乗客を増やす為に通勤や

通学の方に力を入れるのも

良いですが、会社移転や学

校統廃合などで乗客が変動

する事があるので、それよ

りも一般の乗客の方を増や

すにはどうしたら良いかに

重きを置いた方が良いと思

います。 

定 期 外 利 用 者 に つ い

ては、高齢者がメインと

なります。 

本 計 画 の 実 施 施 策 と

して、自動車免許返納者

へ の 外 出 支 援 や 地 域 の

まちづくり活動、教育活

動 等 に 対 し て の 公 共 交

通 利 用 促 進 を 掲 げ て い

ます。具体的取り組みと

して、65 歳以上の運転免

許 返 納 者 に 対 す る 支 援

の 実 施 や 沿 線 市 の 老 人

会の会合等を通じて、お

得 な キ ッ プ な ど に つ い

て説明するなど、営業活

動 を 行 っ て い く こ と と

しています。 

また、令和６年春の北

陸新幹線金沢・敦賀間の

開 業 効 果 を 最 大 限 利 用

し、観光・ビジネス需要

の 増 大 に 対 応 す る た め

の 施 策 を 重 点 課 題 と し

て位置付けています。 

更 な る 利 用 者 増 に む

けて、福井鉄道や関係機

関と協力し、これらの施

策 に 取 り 組 ん で ま い り

ます。 



 

事 業 者 が

協 働 で 利

用 促 進 す

る 公 共 交

通の実現 

15 

 

未記入 P17 

３．（２）

目 標 別 の

個 別 施 策

と 実 施 主

体  目 標

１  地 域

の 交 通 と

し て 利 用

し た く な

る 公 共 交

通の実現 

ハード的な事が多く、ど

のようにやっていけばこの

計画を実現できるか、もっ

とソフト的な事を具体的に

掲げるべきだと思います。 

本 計 画 の 実 施 施 策 に

お け る ソ フ ト 事 業 と し

て は 下 記 の 施 策 を 掲 げ

ています。 

 

・接続性を改善し分かり

や す い 運 行 ダ イ ヤ で あ

るパターンダイヤ、待ち

時間の短縮等の検討 

・キャッシュレス化、Ｍ

ａ ａ Ｓ 導 入 に よ る 乗 り

継 ぎ や 運 賃 支 払 い の 効

率化 

・利用者ニーズを掘り起

こす企画乗車券の造成 

・ホームページや SNS 等

の充実 

・社員のマナー・接客サ

ービスの向上等 

 

こ れ ら の 取 組 み を 行

うことで、計画の実効性

を高めてまいります。 

 


